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製造部業務日報
1. 業務内容		部品供給遅延解消に向けた緊急生産調整会議のため、協力工場「株式会社◯◯製作所」（自動車部品専門）の生産管理部長・佐藤様のもとへ訪問本日午前10時より、現地工場にて実施。持参した最新の生産スケジュール表、材料在庫分析データ、品質検査基準改訂案を提示し、以下の課題解決策を協議。
· 直近の鋼材調達遅延によるライン停止リスク（代替サプライヤー3社候補の比較データ提示、納期短縮15%見込み）
· 新モデル車向け「高強度アルミ合金部品」の試作ロット生産計画（日産5000個規模、歩留まり率98%目標の工程最適化提案）
· 工程内品質不良率低減策（非破壊検査装置の追加導入とオペレーター訓練プログラム、コスト増分を5%以内に抑制）
· 来月からの量産移行スケジュール確認（GW前完成を必須とし、残業シフト増強と交替制導入を合意）
これらを踏まえ、週次モニタリング体制を構築し、生産遅延ゼロを目指す改善計画を共同策定した。
2. 成果 	生産回復計画の確定と信頼関係強化
これまで同工場との連携で部品供給の不安定さが課題だったが、本日は具体的なボトルネック（材料入荷遅れと検査工程の非効率）を洗い出し、弊社提案の工程改善で月産能力を20%向上させる合意に至った。
結果、4月下旬からの安定供給が可能となり、顧客（大手自動車メーカー）への納期遵守率100%を確保。追加発注の可能性も浮上し、年間取引額を前年比1.5倍（3億円規模）に引き上げる基盤を築けた。
3. 所感	 今後の製造業サプライチェーン動向と部内戦略
グローバルな原材料価格高騰と人手不足が続く中、2027年以降は国内回帰型サプライチェーンが主流化し、協力工場との密接な連携が競争力の鍵となる。当部としても、今回の◯◯製作所モデルを他工場へ展開し、在庫回転率向上とコスト削減を推進すべき。
長期的には、IoTセンサー活用のスマートファクトリー化を加速させ、予知保全と自動化比率50%向上を図ることで、業界トップレベルの生産効率を実現。部内教育と設備投資を並行し、受注増に対応した体制強化を急ぐ。
以上
